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瀬田北学区モデル事業について【報告書】 
 

【瀬田北学区モデル事業について】 

 

課題 自治会加入率の低下への対応 

 

本市のこれまでの取組み 

（１）広報・啓発 

①自治連合会と連携した自治会加入案内チラシの作成・配布 

②広報おおつ及び事例集による自治会活動の魅力等の発信 

（２）負担軽減 

①「自治会組回覧」や「ポスター掲示」の依頼の削減 

②行政協力委員の見直し 

 

 

目的 自治会活動の活性化につながるさらなる効果的な手法の検討 

 

【実施方針】 

 

【モデル事業の手順】 

（１）課題と広めたい取組みの共有     

（２）課題に対する取組みの検討      

（３）取組みの実施と結果の検証      

 

 

定例自治会長会議において、みんなで意見を出し合いながら取組みを検討した。 

 

（１）これまで取り組んできた自治会の加入促進や負担軽減の効果の確認 

（２）地域と自治会が抱える課題を共有し、協働で自治会加入促進に取り組む 

（３）取り組み成果を市全体に横展開する 
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（１）課題と広めたい取組みの共有     

 

自治会長を対象に「お困りごと・相談されたい事項」について、アンケートを記入して

もらい、自治会長会議で意見交換を行った（添付資料）。 

 

結果を「課題」と「広めたい取組み」に分類し、整理した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

課題・気づき（困っていることなど）  

・役員の負担が大きい        ・役員選出に苦労している 

・高齢化に伴い成り手がいない    ・引継ぎが上手くいっていない 

・自治会加入の必要性が感じられない（メリットがない） 

・入会案内を作成したが効果がない 

 

進めたい・広めたい取り組み 

・子ども向け 防災訓練        ・自治会活動の広報 

・組長を選出する際の工夫 

・組長とは別に行事や活動に特化したメンバーの選定 

 

＜キーワード＞ 

「役員の負担軽減」        「新規転入者への入会案内」 

「高齢化」            「防災」 

「役員交代時の引継ぎ工夫」 
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（２）課題に対する取組みの検討      

どの課題を取り上げ、どのようなアプローチで取り組むのか、自治会長会議における協

議を踏まえ、整理した。 

 

取り上げる課題・方針 

★自治会の負担を軽減する取り組みを進める。 

★負担の少ない効率的な方法で自治会加入促進に取組む。 

★防災、防犯、福祉などアイデアや工夫を凝らした成功事例を共有する。 

★各種団体とも連携した取組みを進める（独居高齢者の増加への対応など）。 

 

 実験的な取組として、３点を実施することとした。 

 

取組１ 学区統一の加入案内チラシの作成 

① 自治会への勧誘に使用するための加入案内チラシを学区統一で作成する。 

② チラシにＱＲコードによる申し込みフォームを掲載し、希望者から学区自治連合会へ

直接加入申出ができるようにする。 

③ チラシは､瀬田北支所で転入手続きをされた方に配布する。 

 

 

取組２ 開発・分譲事業者への働きかけの強化 

① 市は、開発事業者が自治会加入促進について分譲販売業者まで引き継ぐことを開発事

前協議の条件とする。 

② 自治会は、加入あっせんにつながる取組み①の加入案内チラシや自治会内のＰＲ資料

を活用し、事業者が説明にきた際、渡せるようにする。 

 

 

取組３ 役員引継マニュアルの作成 

① 役員交代時の引き継ぎにかかる負担を軽減するため、引継書のひな型を作成する。 

  

※学区社会福祉協議会と高齢者への見守り活動と連携した自治会加入案内の仕組みづくり

を検討したが、具体的な取組みに至らなかった。 
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（３）取組みの実施と結果の検証            

 実施期間：令和４年３月１６日～５月３１日 

 

取組１-Ⅰ 学区統一の加入案内チラシの作成 ※添付資料 

 ・チラシ作成数 ６，０００枚   ・期間中配布数 約５，０００枚 

【主な成果】 

・チラシを作成したことで加入案内のツールが増え、加入案内をしやすくなった。 

・新規宅地分譲時にチラシによる加入案内によって入居者１１軒中、８軒が自治会に 

 入会した。 

・ＱＲコードからのメールフォームによる問い合わせも２件あり、自治会長からの案内 

につながった。 

 ・瀬田北学区独自の取組みとして地域情報誌『リビング滋賀』の折込チラシとして瀬田

北エリア約 4,500 世帯に配布された。 

 ・自治会活動の情報を発信するため、瀬田北学区自治連合会ホームページ作成が進めら

れることとなった。 

 

【課題・改善点の意見】 

 ・チラシに自治会活動のメリットや自治会費について記載があればよかった。 

 ・新規の宅地分譲がない地域では使用する機会が少ない。 

 

取組１-Ⅱ 瀬田北支所窓口における転入者への配布 

 【主な成果】 

・令和４年３月１６日～５月３１日までの間に、瀬田北支所にて転入手続きを行われた

方へ、５０枚の加入案内チラシを配布した。 

・特にファミリー世帯において、自治会活動を知っていただく良い機会となり、チラシ

に対する反響（問い合わせ）があった。 

 

【課題・改善点の意見】 

・単身世帯へ配布しても拒否されるケースがあった。 

・以前からの「暮らしの便利帳」や「ごみの出し方」などの配布と合わせたため、配布

そのものの負担はなかったが、自治会に関する問い合わせや質問への対応で支所職員

の時間を要する場面があった。 
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取組２ 開発・分譲事業者への働きかけの強化 

 

【主な成果】 

 ・開発事業者から分譲業者まで自治会の加入または設立について、分譲業者への引き継

ぎまで要件化することができた。 

・加入案内チラシと自治会作成の資料によって、新規分譲宅地１１軒中、８件の自治会 

加入につながった。 

 

【課題・改善点の意見】 

 ・事業者が自治会長へ説明にきた際に、加入案内に必要な資料が渡せるよう準備が必要 

 ・自治会に興味をもってもらえるような資料の作成が必要 

 

 

 

 

 

取組３ 引継書ひな型の作成 

 

【主な成果】 

・今回新自治会長となった８自治会中、７自治会は書面による引継ぎが行われた。 

  

【課題・改善点の意見】 

・新体制後も連絡が取りあえるような関係の構築が重要である。 

   例：自治会長が交代後、顧問等の立場で自治会活動に関われると良い。 

自治会長は会計、副会長を経験してから就任すると業務内容が把握しやすく 

円滑に運営しやすい。 
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【総括】 

 

★瀬田北学区は、活動拠点となる南大萱会館に事務員が常駐しているた

め、学区として問い合わせの受付体制がとれ、ＱＲコードを活用した 

メール送信フォームが構築しやすかった。 

 

★地域情報誌の折込チラシの活用は、自治会加入の検討の機会が無かった

世帯へのアプローチとなった。 

 

★支所窓口でのチラシの配布は、転入者へのアプローチとして有効である

反面、支所職員の負担等も考慮する必要がある。 

 

★ＱＲコードによる入会案内フォームの活用、学区ホームページによる 

情報発信は、負担軽減や加入促進につながることが確認できた。 

 

★広めたい取組みについての話し合いは、特に「防災」に関する自治会 

活動の意義・重要性の確認につながり、中筋自治会や西浦自治会の防災

訓練などの好事例の取組みが行われ、情報発信にもつながった。 

 

★役員交代時の引継の重要性について確認し、書面による引継ぎの実施に

つながった。 

 

★自治会長会議において自治会活動について話し合う機会が設けられたこ

とにより、活動の情報共有や意見交換が活発に行われ、広めたい取組み

が実行された。 
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【今後の方向性について】 

（１）自治会活動の負担軽減へのさらなる取組み 

・学区内自治会から総会資料の提供を受け、自治会内役員の整理を行ったところ、中に 

は自治会加入総世帯数の約３割が何らかの役職に就任している例が確認された。 

・自治会の規模に関わらず一定数選出されている役員・役職によって、担い手の確保を 

困難にしている。 

・また、それに伴う負担感・不公平感により新たな退会者を生むきっかけとなっている 

との意見があった。 

 

 

今後、市だけでなく、各種団体・機関や警察署等の公的機関も連携し、個々の自治 

会の実情に即した見直しを進める必要がある。 

 

（２）幅広い世代が自治会活動に参加できる仕組みづくり 

・広めたい取組みとして「子ども向け」などのキーワードが出された。 

・一方で、「子どもが小学校を卒業し子ども会から抜けると、地域や自治会との関わり 

が薄くなった」との声が聞かれた。 

 

 

活動の担い手が不足する課題に対応し、人材の育成につながる、幅広い世代が自治会 

活動に参加できる仕組みづくりが必要である。 

瀬田北学区及び瀬田東学区では、新たに瀬田北中学校と連携し、中学生が琵琶湖市民 

清掃や学区運動会等への参加を通じ、地域の活動に触れる「地域Ｒａｎｇｅｒ活動」 

がスタートした。 

 

（３）自治会活動の事例収集・発信 

・自治会活動の参考となる好事例は地域内に存在している。 

・今回の統一チラシによる加入案内のほか、各自治会の活動内容を発信することは新た 

な好事例の発掘、創造につながる。 

 

 

これらの情報を自治連合会や市が集め、発信していくことが重要 
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【参考資料】 

１．瀬田北学区の基礎データ 

瀬田北学区の基礎データは以下のとおりである。                                   

 
人口 世帯数 自治会数 

自治会 

加入世帯数 
備考 

瀬田北学区 19,068 8,514 11 3,943  

大津市全体 343,835 152,682 723 85,602  

（令和３年４月１日時点） 

２．会議等活動記録 

4 月 21 日（水）19 時～ 

自治会長会議 

事業の趣旨説明 

4 月 23 日（金）19 時～ 瀬田北学区各種団体会合 

5 月 19 日（水）19 時～ 

自治会長会議 

事業概要およびスケジュール説明 

アンケート配布 

課題のヒアリング…（テーマ）会員の高齢化に伴う役員の

成り手不足、効果的な自治会勧誘方法 

6 月 16 日（水）19 時～ 

自治会長会議 

課題のヒアリング…（テーマ）新旧役員の引継ぎ不足 

7 月 21 日（水）19 時～ 

自治会長会議 

広げていきたい取組みのヒアリング 

8 月 6 日（金）10 時～ 中筋自治会防災訓練 

10 月 20 日（水）19 時～ 

自治会長会議 

今後の進め方について…課題・気づき、取組み検討 

11 月 17 日（水）19 時～ 

自治会長会議 

引継書のひな型案協議 

11 月 21 日（日）8 時～ 西浦自治会防災訓練 

12 月 15 日（水）19 時～ 引継ぎ書のひな形協議 

事業企画協議（転入者への案内チラシ） 

2 月 16 日（水）19 時～ 引継ぎ書のひな形協議 

事業企画協議（転入者への案内チラシ） 

3 月 16 日（水）19 時～ 取り組み開始報告（転入者へのチラシ配布） 
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【取り組み資料】 

加入案内チラシ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

引継書ひな型 
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瀬田北学区・各自治会の活動資料 
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【自治会の活動事例】 

 

 中筋自治会 
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西浦自治会 

 


